
（付録）主要な前提  

（1）マクロ経済に関するも の   

【生産性（TFP上昇率）】   

・◆「移行」：グロー′くル化改革、グロー／〈ル化のメリットを享受するための規制改革や労働市  

場改革等の国内改革に加え、企業の汀化・利活用の促進により、2005年度（平成17  

年度）の0．9％程度から2011年度（平成23年度）に1．5％程度まで徐々に上昇。   

・「制約」：2011年度（平硬23年度）にかけて1990年代以降の平均程度（0．8％程度）に低下。   

l労働力】   

・人口動態は、「日本の将来人口推計（2006年（平成18年）12月推計）」（国立社会保障・人口  

問題研究所）の出生中位（死亡中位）を利用。   

・高齢者（60歳以上）の労働参加率（年齢階層■男女別）  

「移行」：名目賃金と年金給付の比率に応じて変化。  

「制約」：2007年度（平成19年度）以降横ばい。   

・60歳未満の労働参加率（年齢階層・男女別）  

「移行」：労働市場改革を受け、女性を中心に性別年齢階層別労働参加率が徐々に上  

昇（例えば30－34歳女性の労働参加率は2005年度（平成17年度）の63％程度か  

ら2011年度（平成23年度）の67％程度まで徐々に上昇）。  

「制約」：2007年度（平成19年度）以降横ばい。   

【世界経済等】   

実質成長率（日本の輸出先主要10カ国）   

・「移行」：IMFの世界経済見通し（2006年秋）をもとに、2007年度（平成19年度）以降年率3．6％  

程度で推移。   

・「制約」：2011年度（平成23年度）にかけて年率1％台半ばまで徐々に低下。   

物価上昇率   

・IMFの世界経済見通し（2006年秋）をもとに、2007年度（平成19年度）以降年率2％程度で推  

移。   

原油価格   

・イ移行」＝lMFの世界経済見通し（2006年秋）をもとに、2008年廣～2011年度（平成20年度～  

23年度）に前年度比2．1％の下落。   

・「制約」：2007年度（平成19年度）以降横ばい。   

為替レート  

・2007年度（平成19年度）以降、実質為替レートが一恵（国内と海外の物価上昇率の格差を  

相殺するように名目為替レートが変動）。   

【その他】   

－ 2006年度（平成18年度）、2007年度（平成19年度）の経済成長率及び物価上昇率等は、「平  

成19年度の経済見通しと経済財政運営の基本的態度（2006年（平成18年）12月19日間議了  

解）」による。  

（2）財政一社全保障に関するもの  

平成18年度補正予算政府案、平成19年度予算政府案等を反映。歳出面について2008年度  

（平成20年度）以降は、「基本方針2006」（別表）を踏まえ、歳出削減ケースA（▲14．3兆円の歳   



出削減の考え方に対応）、歳出削減ケースB（▲11．4兆円の歳出削減の考え方に対応）を想定。   

なお、断りのない限り、「移行シナリオ」と「希tl約シナリオ」では同じ扱いとしている。   

【社会保障】  

歳出削減ケースA、Bとも共通に、「基本方針2006」で示された歳出改革に沿って国・地方（国   

民経済計算ベース）の削減額が2007年度（平成19年度）から2011年度（平成23年度）の5年間   

の累積で1．6兆円程度（国の一般会計ベースで1．1兆円程度）となるよう、各年度、平均的に削減。  

なお、既定の改革として、年金制度については平成16年年金制度改正を反映。また、基礎年   

金国庫負担割合は、2009年度（平成21年度）において2分の1へ引き上げ。ただし、既に決めら   

れた税制改正以外の財源措置は盛り込んでいない。  

また、医療制度については、平成18年度医療制度改革を反映。 

【人件糞（公務員）】   

「移行シナリオ」については、歳出削減ケースA、Bとも共通に、「基本方針2PO6」（別表）の   

5年間の累積で2．6兆円程度の歳出削減を行う改革後の姿に到達するよう均等率で延伸。「制   

約シナリオ」については、2011年度（平成23年度）の改革後の歳出額を名目GDPに応じて変化   

するよう設定し、「移行シナリオ」と同等の削減額となるよう想定。   

【公共投資】   

・歳出削減ケースAにおいては、2007年度（平成19年度）以降5年間の平均の歳出削減率が  

▲3％となるよう、2008年度（平成20年度）以降の削減率を均等に想定云   

・歳出削減ケースBにおいては、2007年度（平成19年度）以降5年間の平均の歳出削減率が  

▲1％となるよう、2008年度（平成20年度）以降の削減率を均等に恕定。   

【その他歳出】   

・歳出削減ケースAにおいては「基本方針2006」（別表）における、5年間の累積で▲4．5兆円  

削減の考え方に対応した2007年度以降5年間の平均の歳出削減率を達成するよう、2008年  

度（平成20年度）以降の歳出の増減率を均等に想定。   

・歳出削減ケースBにおいては「基本方針2006」（別表）における、5年間の累積で▲3．3兆円  

削減の考え方に対応した2007年度以降5年間の平均の歳出削減率を達成するよう、2008年  

度（平成20年度）以降の歳出の増減率を均等に想定。   

【税制】   

・平成19年度税制改正（減価償却制度の見直し等）等を織り込む。   

・事後的に計算される国の税収弾性値（制度増減税の影響を除いて算出）は1．1程度  

（なお、期間の取り方、ケース設定の違い等によって若干異なる結果となることがある）。   

【その他】   

■ 特別会計改革  

平成19年度予算政府案において具体的に盛り込まれた電源開発促進対策特別会計と石  

油及びエネルギー需給構造高度化対策特別会計の統合について反映。   

・郵政民営化  

新会社が納付予定の法人税・印紙収入等を反映。  

・三位一体改革（税源移譲）  

2007年度（平成19年度）以降、所得譲与税（約3兆円）が廃止され、住民税（地方税）に振り  

替え。   



年齢階級別労働力率の実績値の推移（男性）  

年次   総数   15～19歳  20・・′24  25・－29  30・〉34  35～39  40～44  45～49  50～54  55～59  60一〉64  

65～69  70歳以上   

昭和43年   1968   82．1   37．0   82．3   97．5   97．9   97．8   97．6   97．5   95，9   91．1   82．0   52．1   67，6   39，0   
44  1969   81．9   33．8   80．5   97．3   97．6   97．8   97．7   9了，2   96．2   91．了   82．0   51．3   68．3   3了．6   
45  1970   81．8   31．4   80．7   97．1   97．8   97．8   97．5   97．0   95．8   91．2   81．5   49．4   66．2   36，5   
46  1971   82．2 30．7   81．3   97．9   97．8   97．2   96．3   92．2   81．4   48．0   66．4   34．2   
47  1972   82．1   27．4   81．2   97．3   98．1  97．8                                97．9  97．9   97．6   97．5   95．9   92．2   80．4   46．8   64．6   33．8   
48  1973   82．1   25．2   79．9   97．7   98．4   98．1   98．0   97．0   96．5   92．2   81．1   46．6   64．8   33．8   
49  1974   81．8   23．6   77．9   97．2   98．3   98．1   98．0   9了．2   95．9   92．1   80．2   45．7   65．1   32．6   
50  1975   81．4   20．5   76．5   97．2   98．1   98．1   97．6   96．7   96．2   92．2   79．4   44．4   63．9   31．6   
51  1976   81．2   19．1   75．1   97．5   98．0   98．・1   97．4   96．8   96．8   91．3   80－0   43．1   61．7   
52  

29．7  
19了7   80．6   1臥3   72．6   97．3   98．2   97．5   97．6   97．4   96，4   90．6   78．5   42．2   60．2   30．2   

53  1978   80．3   18．1   71．6   96．2   97．7   98．0   97．6   97．2   95．7   90．9   78．4   41．5   60．1   29．2   
54  1979   80．2   18．0   70．1   96．3   97．8   98．1   98．1   97．2   95．6   91．9   77．1   41．1   59．6   
55  

28．8  
1980   79．8   17．4   69．6   96．3   97．6   97．6   97．6   96．5   96．0   91．2   77．8   41．0   60．1   2臥4   

56  1981   79．8   17．4   70．3   96．3   97．7   97．7   97．4   97．1   95．6   91．1   76．5   41．0   59．了   28．5   
57  1982   79．5   18．1   70．2   96．4   97．5   98．0   97．7   97．1   95．7   91．1   76．0   38．8   57．4   28．0   
58    1983   79．4   19．1   71．0   96．5   97．5   97．9   97．5   97．1   95．8   91．3   了4．9   38．9   57．4   28．3   
59  1984   78．8   1臥2   71．0   96．2   97．3   97．8   97．6   97．1   95．6   90．5   73．8   37．6   55．7   27．4   
60  1985   78．1   17．3  70．1   95．7   97．2   97．6   97．2   96．8   95．4   90．3   72．5   37．0   55，6   26．8   
61  1986   77．8   18．0   70．8   95．9   96．8   97．3   97．3   96．6   95．3   90．5   72．5   36．2   53．9   26．4   
62  1987   77．3   17．4   71．3   95．9   g6．9   97．3   97．3   97．2   95．5   91．0   71．7   35．6   53．8   25．9   
63  1988   7了．1   17．2  了1．0   96．2   97．0   97．5   97．5   97．2   96．0   91．3   71．1   35．8   54．5   26．1   

平成元年   1989   77．0   17．0   71．2   96．0   97．0   97．5   97．4   97．6   96．0   91．6   71．4   35．8   53．4   26．0   
2  1990   了7．2   18．3   71．了   96二1   97．5   97．8   97．6   97．3   96．3   92．1   72．9   36．5   54．1   26．3   
3  1991   77．6   19．1   72．8   96．1   97．4   97．9   97．9   97．4   9白．3   93．2   74．2   38．0   56．8   26．6   
4  1992   77．9   19†4   74．5   96．4   98．0   98．1   98．2   98．0   97．1   93．6   75．0   38．2   56．5   26．6   
5  1993   78．0   19．0   75．2   96．5   9臥0   98．3   98．3   97．9   97．2   94．1   75．6   37．7   55．3   26．3   
6  1994   77．8   18．3   74．9   96．3   97．7   9臥2   97．7   97．8   97．1   94．0   75．0   37．6   54．7   26．2   
7  1995   7了．6   17．9   74．0   g6．4   97．8   98．0   97．8   97．7   97．3   94．1   74．9   37．3   54．2   26．1   
8  1996   77．7   18．4   74．6   97．0   98．0   97．9   98．2   97．7   97．4   94．6   74．5   36．7   53．1   26．1   
9  1997   77．7   18．9   75．0   96．5   97．8   98．0   98．1   97．8   97．5   94．8   74．5   36．7   53．3   26．2   

10  1998   77，3   18．7   74．2   96．1   97．7   98．0   97．8   97．7   97．0   94．5   74．8   35．9   52．9   25．4   
11  1999   76．9   18．5   72．8   95．6   97．5   97．7   97．7 97．5   97．1   94．7   74．1   35．5   52∴6   25．3   
12  2000   76．4   18．4   72．7   95．8   97．7   97．8   97．7   97．3   96．7   94．2   72．6   34．1   51．1   24．3   
13  2001   75．7   17．9   71．9   95．4   97．2   97．8   97．7   97．2   96．3   93．9   72．0   32．9   50．1   23．0   
14  2002   74．7   17．8   71．4   94．6   96．9   97．3   97．4   97．1   96．3   93．8   71．2   31．1   48．1   21．8   
15  2003   74．1   16．6   70．8   g4．4   96．7   96．9   97．5   97．2   96．0   93．5   71．2   29．9   46．7   21．2   
16  2004   73．4   16．3   68．5   g4．0   96．6   96．8   97．2   97．0   95．7   93．2   70．7   29．2   45．6   20．9   
17  200 73．3   16．2   68．6   93．6   96．4   97．0   97．0   96．7   95．7   93．6   70．3   29．4   46．7   21．1   
18  2006   73．2   16．4   69．1   93．9   96．5   96．7   97．0   96．9   95．7   93．2   70．9   29．2   47．6   20．7   

（注）総  務省「労働力調査」より。   

12   



年齢階級別労働力率の実績値の推移（女性）  

年次   総数   15～19歳  20一〉24  25～29  30～34  35～39  40～44  45～49  50～54  55～59  60－64  
65～69  70歳以上   

昭和43年   1968   50．7   38．2   70．0   48．0   49．6   5臥4   64．3   63．4   58．0   49．6   39．0   19．0   28．3   12．6   
44  1969   50．1   35．1   70．0   47．0   49．0   57．6   64．0   62．9   57．了   49．4   39．2   18．5   28．2   12．1   
45  1970 49．9   33．6   70．6   45．5   48．－2   57．5   62．8   63．0   58．8   48．7   39．1   17．9   27．8   11．6   
46  1971   48．8   31．7   69．2   43．3   46．1   55．9   61．7   57．白   50．2   38．5   16．7   26．4   10．8   
47  1972   47．7   28．5   67．5   42．9   45．8   55．4   57．5   49．2 37．7   15．5   25．6   9．9   
48  1973   48．2   28．0   67．3   44．4   46．9   56．1   62．2                                 62．0  62．5  58．7   50．4   38．4   16．7   27．0   10．5   
49  1974   46．5   23．9   65．9   43．3   44．9   54．7   60．6   62．4   57．5   49．0   3了．8   15．7   25．了   9．7   
50  1975   45．7   21．7   66．2   42．6   43．9   54．0   59．9   61．5   57．8   48．8   38．0   15．3   24／7   9．3   
51  1976   45．8   19．1   66．4   44．3   44．4   54．3   60．3   61．4   58．1   49．6   37．4   15．2   25．5   9．0   
52  197・7   46．6   19．8   67．6   46．0   46．2   55．5   62．1   62．2   58．5   49，8   3白．2   15．3   25．5   9．2   
53  1978   47．4   20．2   68．3   46．6   47．6   57．2   62．9   63．9   59．0   51．0   38．4   15．8   25．8   9．5   
54  1979   47．6   18．6   69．9   48．2   47．5   58．2   63．8   64．1   59こ1   50．7   3臥8   15．6   
55  

26．1   9．6  
198■0   47．6   18．5   70．0   49∴2   48．2   58．0   64．1   64．4   59．3   50．5   38．8   15．5   25．8   9．6   

56  1981   47．7   18．0   70．3   50．0   48．9   58．8   64．6   64．8   58．8   50．0   38．5   15．6   26．1   9．5   
57  1982 48．0   17．2   71．1   51．0   49．5   59．7   65．7   65．9   59．4   50．3   38．6   16．0   26．6   10．0   
58  1983   49．0   18．7   72．1   52．8   50．4   60．3   67．6   66．9   60．6   51．5   39．6   16．1   27．4   10．3   
59  19■84   48．9   18．5   72．4   53．9   50．6   59．6   68．1   67．1   61．0   50．9   38．0   15．9   27．0   10．2   
60  1985   48．7   16．6   71．9   54．1   50．6   60．0   67．9   6臥1   61．0   51．0   38．5   15．5   26．8   10．0   
61  1986   48．6   17．2   73．8   54．5   50．0   61．0   68．8   68．1   61．7   49．9   38．6   15．2   26．3   9．8   
62  柑 48．6   16．6   73．6   58．9   5．0．5   61．3   68．4   68．4   61，8   50．8   38．5   15．4   26．5   10．1   
63  1988   48．9   16－5   73．7   58．2   50．9   61．3   68．1   69．3   63．3   50．9   3臥6   15．了   26．5   10．3   

平成元年   1989   49．5   1 74．3   59．6   51．1   62．4   6臥8   70．7   64．2   52．2   39．2   15．8   26．7   10．3   
2  1990   50．1   17．8   75．1   61．4   51．7   62．6   69．6   71．7   65．5   53．9   39．5   16．2   27．6   10．4   
3  1991   50．7   17．8   75．6   63．2   52．9   62．1   70．4   72．1   66．5   55．5   40．7   16．6   2臥7   10．6   
4  1992   50．7   17．6   75．6   64．0   52．7   62．4   70．5   72．0   67．6   55．6   40．7   16．7   29．3   10．7   
5  1993   50．3   17．4   74．5   64．3   52．7   61．7   70．3   71．9   66．9   56．4   40．1   16．0   28．0   10．1   
6  1994   50．2   17．・0   74．2   65．3   53．5   61．6   69．8   71．2   67．4   56．4   39．4   15．9   27．5   10．4   
7  1995   50．0   16．0   74．1   66．4   53．7   60．5   69．5   71．3   6了．1   57．0   39．7   15，6   27．2   10．3   
8  1996   50．0   16．3   73．8   67．9   54．8   60．8   69．5   71．6   66．9   58．1   39．0   15．4   27．0   10．1   
9  1997   50．4   16．8   73．4   68．2   56．2   62．3   70．9   72．2   67．9   58．7   39．8   15．4   27．2   10．2   

10  1998   50．1   17．3   73．4   69．2   55．8   62．2   70．2   72．4   67．8   59．1   40．1   15．2   26．5   10．4   
11  1999   49．6   16．8   72．4   69．7   56．7   61．5   69．5   71．8   67．9   58．7   39．7   14．9   26．2   10．1   
12  2000   49．3   16．6   72．7   69，9   57．1   61．4   69．3   了1．8   68．2   58．了   39．5   14．4   25．4   9．8   
13  2001   49．2   17．5   72．0   71．1   58．8   62．3   70．1   72．7   6臥2   58．4   39．5   13．8   24．4 9．4   
14  2002   48．5 16，7   70．1   71．8   60．3   61．8   70．5   72．4   67．7   58．1   39．2   13／2   24．0   9．0   
15  2003   48．3   16．6   69．4   73．4   60，3   63．1   70．3   7Z．5   68．1   58．9   39．4   13．0   23．8   8．8   
16  2004   48．3   16．3   68．9   74．0   61．4   62．4   70．4   73．0   68．4   59．6   39．7   12．9   24．0   8．7   
17  2005   48．4   16．5   69．8   74．9   62．了   63．0   71．0   了3．9   68．8   60．0   40．1   12．7   24．0   8．7   
18  2006   48．5   16．6   70．1   75．7   62．8  63．6  71．4   74．0   70．5   60，3   40．2   13．0   25．1   8．7   

（注）総務省「労働力調査」よ    り。   

13   



年齢階級別労働力率の推移と見通し  

（14年7月推計）  

年  実績  推計  

性・年齢  1990年  1995年  2000年  2005年  2dlO年  2015年  2020年  2025年   
計   63．3   63．4   62．4   61．6   60．9   59．9   59．1   58．8  

15～19歳   18．b   17．0   17．5   17．9   18．4   18．6   18．8   19．0  

20～24歳   73．4   74．1   72．8   72．4   74．3   74．8   75．3   75．7  

男  79．0   81．7   83．2   85．3   85．7   85．7   85．8   85，9  

30～34歳   74．8   75．9   77．7   80．5   80．8   81．1   81．3   81．6  

35′－39歳   80．2   79．4   79．8   80．8   81．4   82．0   82．4   82．9  

女  83．6   83．8   83．7   84．6   85．2   85．6   86．1   86．6  

45～49歳   84．3   84．5   84．7   85．7   86．2   86．5   86．9   87．3  

5．0～54歳   80．7   82．0   82．3   83．1   83．8   84．2   84．7   85．1  

計  72．7   75．2   76．1   77．0   77．9   78．8   79．8   80．7  

6■0～64歳   55．5   56．7   55．5   56．5   62．0   66．1   69．3   72．3  

65歳以上   24．3   24．5   22．6   21．0   21．2   22．1   21．1   19．9   
計   77．2   77．6   76．4   75．1   74．5   73．2   72．0   71．4 

15～19歳   18．3   17．9   18．4   18．2   19．0   19．4   19．7   20．1  

20～24歳   71．7   74．0   72．7   72．2   75．1   76．0   76．8   77．6  

男  96．1   96．4   95．8   95．9   95．9   95．9   95．9   95．9  

30～34歳   97．5   97．8   97．7   97．6   97．6   97．6   97．6   97．6  

35～39歳   97．8   98．0   97．8   97．8   97．8   97．8   97．8   97．8  

40～44歳   97．6   97．8   97．7   97．8   97．8   97．8   97．8   97．8  

45～49歳   97．3   97．7   97．3   97．5   97．5   97．5   97．5   97．5  

50～54歳   96．3   97．3   96．7   96．9   96．9   96．9   96．9   96．9  

子  92．1   94．1   94．2   94．4   94．4   94．4   94．4   94．4  

60～64歳   72．9   74．9   72．6   73．6   80．0   83．1   84．2   85．0  

65歳以上   36．5   37．3   34．1   31．5   31．6   32．7   31．1   29．5   
計  50．1   50．0   49．3   48．9   48．3   47．7   47．4   47．4  

15～19歳  17．8   16．0   16．6   17 17．8   17．8   17．8   17．8  

20～24歳   75．1   74．1   72．7   72．6   73．4   73．5   73．6   73．7  

女  61．4   66．4   69．9   74．3   74．9   75．1   75．2   75．3  

30～34歳   51．7   53．7   57．1   63．0   63．3   63．8   64．4   65．0  

35～39歳   62．6   60．5   61．4   63．5   64．8   65．6   66．5   67．4  

40～44歳   69．6   69．5   69二3   71．3   72．5   73．3   74．3   75．2  

45～49歳  71．7   71．3   71．8   73．9   74．9   75．6   76．3   77．0  

50～54歳   65．5   67．1   68．2   69．5   70．9   71．7   72．6   73．5  

子  53．9   57．0   58．7   60．0   61．8   63．7   65．6  67．5  

60～64歳   39．5   39．7   39．・5   40．6   45．0   50．1   55．3   60．5  

65歳以上   16．2   15．6   14．4   13．3   13．5   14．2   13．7   13．0   

資料：実績値は総務省統計局「労働力調査」、推計      値は厚生労働省職業安定局の推計（2002年7月）   

による。   



年齢階級別労働力率の推移と見通し  

（17年7月推計、労働市場への参加が進むケース）  

実績  推計  
1990年  1995年  2000年  2004年  2005年  2010年  2015年  2020年  2025年  2030年   

計   63．3   63，4   62．4   60．4   60．4   60．1   59．4   58 8   58 6   58 5  

15～19歳   18．0   17．0   17．5   16．3   16．4   18．2   20．0   21．0   21．4   21．8  

20～24歳   73．4   74．1   72．8   68．8   69．0   70．2   72．2   73．8   75．4   77．0  

81．7   83．2   84．3   84．6   87．5   89 9   913   92 4   93 3  男  

30～34歳   74．8   75．9   77．7   79．3   79．6   82．5   85．0   86．9   88．6   90．1  

35～39歳   80．2   79．4   79．8   79．7   80．0   80．9   82．3  83．5   84．9   86．4  

女  83．6   83．8   B3．7   83．8   84．1   85．3   86．6   8乱0   89．4   90．7  

45～49歳   84．3   84．5   84．7   84．9   85．1   86．4   87．5   88．6   89．7   90．7  

50～54歳   80．7   82．0   82．3   82．0   82．1   83 4   84 6   85 6   86 3   871  

計  72．7   75．2   76．1   76．3   76．4   78，1   79．9   81．3   82．3   83．3  

60～64歳   55．5   56．7   55．5   54．7   54．7   58．6   60．8   62．2   63．5   64．8  

65～69歳   39．3   39．8   37．5   34．4   34．6   36．1   34．5   34，0   34．1   35．3  

70～74歳   25．7   25．2   24．2   21．4   21．3   21．7   21．5   21．2   20．4   19．9  

75～79歳   15．3   15．6   14．亭   13．6   13．5   14．1   14．2   14．0   13．7   13．3  

80～84歳   8．2   7．8   7．8   7．2   7．4   7．7   7．7   7．7   7．7   7．8  

85歳以上   4．5   3．2   3．7   2．6   2．5   2．5   2．6   2．6   2．6   2．6   

計   77．2   77．6   76．4   73．4   73．4   73．5   72．2   71. O 7b5  70．4  

15～19歳   18．3   17．9   18．4   16．3   16．4   18．4   20．3   21．5   22，2   23．0  

20～24歳   71．7   74．0   72．7   68．5   68．9   72．2   75．3   77．1   78．3   79．3  

96．4   95．8   94．0   94．0   95．3   96．7   96 9   96 9   96 8  男  
30～34歳   97．5   97．8   97．7   96．6   96．5   98．1   99．0   99．3   99．4   99．5  

3■5～39歳   97．8   98，0   97．8   96．8   97．1   97．2   97．8   98．0   98．0   98．0  

40～44歳   97、6   97．8   97．7   97．2   97．3   97．5   97．7   97．9   97．9   97．9  

45～49歳   97．3   97．7   97．3   97．0   97．1   97．7   98．0   98．1   98．1   98．1  

50～54歳   96．3   97．3   96．7   95．7   95．8   96．5   97．3   97 6   97 6   97 6  

性  92．1   94．1   94，2   93．2   93．1   93．8   94．5   94．8   95．0   95．0  

60～64歳   72．9   74．9   72．6   70．7   70．5   78．5   82．3   84．9   87．1   89．4  

65～69歳   54．1   54．2   51．1   45．6   46．3   49．5   46．0   45．0   45．3   47．8  

70～74歳   37．4   37．0   33．7   29．3   28．9   29．8   29．4   28．6   27．0   25．8  

75～79歳   24．4   24．4   22．2   19．4   19．3   20．5   20．6   20．3   19．3   18．5  

80～84歳   14．9   13．8   13．3   12．6   12．1   12．1   12．1   12．1   12．1   12．1  

85歳以上   8．6   6．1   7．9   5．3   5．0   5．0   5．0   5．0   5．0   5．0   

計   50．1   50．0   49．3   4臥3   4臥2   47．7   47．6   47 7   47 9   47 9  

15～19歳   17．8   16．0   16．6   16．3   16．4   18．0   19．6   20．4   20．5   20．7  

20～24歳   75．1   74．1   72．7   68．9   69．0   68．0   68．9   70．3   72．3   74．6  

66．4   69．9   74．0   74．8   79．2   82．8   85．5   87 8   89 6  女  
30～34歳   51．7   53．7   57．1   61．4   62．2   66．3   70．3   73．9   77．3   80．4  

35～39歳   62．6   60．5   61．4   62．4   62．6   64．3   66．2   68．5   71．3   ウ4．4  

40～44歳   69．6   69．5  69．3   70、4   70．7   73．0   75．4   77．9   80．6   83．3  

45～49歳   71．7   71．3   71．8   73．0   73．1   75，0   77．1   79．1   81．1   83．1  

50～54歳   65．5   67．1   68．2   6臥4   68．6   70．3   72．1   73■8   75 3   76．7  

性  53．9   57．0   58．7   59．6   60．1   62．9   65．9   68．2   70．1   72．1  

60～64歳   39．5   39．7   39．5   39．7   39．8   39．8   40．4   40．9   41．3   41．7  

65～69歳   27．6   27，2   25．4   24．0   24．0   24．0   24．0   24．0   24．0   24．0  

70～74歳   17．5   16．8   16．5   14．9   14．9   14．9   14ご9   14．9   14．9   14．9  

75～79歳   9．4   10．0   9．8   9．2   9．2   9．2   9．2   9．2   9．2   9．2  

80～84歳   4．3   4．6   4．8   4．8   4．8   4．8   4．8   4．8   4．8   4．8  

85歳以上   2．6   1．9   2．0   1．5   1．5   1．5   1，5   1．5   1．5   1．5   

（資料出所）実績値は総務省統計局「労働力調査」、推計値は厚生労働省職業安定局の推計（2005年7月）による。  
（注）実質経済成長率は2004－2015年で年率1．8％程度、2015－2030年で年率1．6％程度と見込んでいる。   



年齢階級別労働力率の推移と見通し  

（17年7月推計、労働市場への参加が進まないケース）  

実績  推計  

1990年  1995年  2000年  2004年  2005年  2010年  2015年  2020年  2025年  2030年   
計   63．3   63．4   62，4   60．4   60．2   58．4   56．7   55 4   54 5   53 6  

15～19歳   18．0   17．0   17．5   1・3   16．3   16．3   16．3   16．3   16．3   16．3  

20～24歳   73．4   74．1   72．8   68．8   68．7   68．7   68．7   68．7   68．7   68．7  

81．7   83．2   84．3   84．2   84．2   84．2   84．2   84 2   84 2  男  

30～34歳   74．8   75．9   77．7   79．3   79．2   79．3   79．4   79．4   79．4   79．4  

35～39歳   80．2   79．4   79．8   79．7   79．7   79．7   79．8   79．9   79．9   79．8  

女  83．6   83．8   83．7   83．8   83．9   83．9   83．9   84．0   84．0   84．0  

45～49歳   84．3   84．5   84．7   84．9   85．0   85．0   84．9   84．9   85．0   85．0  

50～54歳   80．7   82．0   82．3   82．0   82．0   82．0   82．0   81．9   819   82 0  

計  72．7   75．2   76．1   76．3   76．2   76．2   76．1   76．1   76．1   76．1  

60～64歳   55．5   56．7   55．5   54．7   54．7   54．8   54．7   54．7   54．7   54．7  

65～69歳   39．3   39．8   37．5   34．4   34．2   34．2   34．3   34．3   34．3   34．2  

70～74歳   25．7   25．2   24．2   21．4   21．4   21．4   21．4   21．5   21．5   21．5  

75～79歳   15．3   15．6   14．5   13．6   13．6   13．7   13．7   13．7   13．7   13．7  

80～84歳   臥2   7．8   7．8   7．2   7．6   7．9   7．9   7．9   7．9   8．0  

85歳以上   4．5   3．2   3．7   2．6   2．6   2．6   2．6   2．7   2．7   2．7   
計   77．2   77．6   76．4   73，4   73．3   71．6   69．8   68．5   67．7   671  

15～19歳   18．3   17．9   18．4   16．3   16．3   16．3   16．3   16．3   16．3   16．3  

20～24歳   71．7   74．0   72．7   68．5   68＿5   68．5   68．5   68．5   68．5   68．5  

96．4   95．8   94．0   94．0   94．0   94．0   94．0   94．0   94．0  男  

30～34歳   97．5   97．8   97．7   96．6   96．6   96．6   96．6   96．6   96．6   96．6  

55～39歳   97．8   98．0   97．8   96．8   96．8   96．8   96．8   96．8   96．8   96．8  

40～44歳   97．6   97．8   97．7   97．2   97．2   97．2   97．2   97．2   97．2   97．2  

45～49歳   97．3   97．7   97．3   97．0   97．0   97．0   97．0   97．0   97．0   97．0  

50～54歳   96．3   97．3   96．7   95．7   95．7   95．7   95．7   95．7   95．7   95 7  

性  92．1   94．1   94．2   93．2   93．2   93．2   93．2   93．2   93．2   93．2  

60～64歳   72．9   74．9   72．6   70．7   70．7   70．7   70．7   70．7   70．7   70．7  

65～69歳   54．1  54．2   51．1   45．6   45．6   45．6   45．6   45．6   45．6   45．6  

70～74歳   37．4   37．0   33．7   29．3   29．3   29r3   29．3   29．3   29．3   29．3  

75～79歳   24．4   24．4   22．2   19．4   19．4   19．4   19．4   19．4   19．4   19．4  

80～．84歳   14，9   13■．8   13．3   12．6   12．6   12．6   12．6   12．6   12．6   12．6  

85歳以上   8．6   6．1   7．9  5．3   5，3   5．3   5．3  5．3   5．3   5．3   

計   50．1   50．0   49．3   48．3   47．9   46，1   44，6   43．4   42．5   415  

15～19歳   17．8   16．0   16．6   16．3   16．3   16．3   16．3   16．3   16．3   16．3  

20～24歳   75．1   74．1   72．7   68．9   68．9   68．9   68．9   68．9   68．9   68．9  

66．4   69．9   74．0   74．0   74．0   74．0   74．0   74．0   74．0  女  
30～34歳   51．7   53．7   57．1   61．4   61．4   61．4   61．4   61．4   61．4   61．4  

35～39歳   62．6   60．5   61．4   62．4   62．4   62．4   62．4   62．4   62．4   62．4  

40～44歳   69．6   69．5   69．3   70．4   70．4   70，4   70．4   70．4   70．4   70．4  

45～49歳   71．7．   71．3   71．8   73．0   73．0   73．0   73．0   73．0   73．0   73．0  

50～54歳   65．5   67．1   68．2   68．4   68．4   68．4   68．4   68．4   6臥4   68．4  

嘩  53．9   57．0   58－7   59．6   59．6   59．6   59．6   59．6   59．6   59．6  

60～64歳   39．5   39．7   39．5   39．7   39．7   39．7   39．7   39．7   39．7   39二7  

65～69歳   27．6   27，2   25．4   24．0   24．0   24．0   24．0   24．0   24．0   24．0  

70～74歳   17．5   16．8   16．5   14．9   14．9   14．9   14．9   14．9   14．9   14．9  

75～79歳   9．4   10．0   9．8   9．2   9．2   9．2   9．2   9．2   9．2   9．2  

80・～84歳   4．3   4．6   4．8   4．8   4．8   4，8   4．8   4．8   4．8   4．8  

85歳以上   2．6   1．9   2．0   1．5   1．5   1．5   1．5   1．5   1．5   1．5   

（資料出所）実績値は総務省統計局「労働力調査」、推計値は厚生労働省職業安定局の推計（2005年7月）による。  
（注）実質経済成長率は2004～2015年で年率0．7％程度、2015～2030年で年率0．6％程度と見込んでいる。   



（参考）人口減少下における雇用・労働政策の課題  

（2005年7月 雇用政策研究会）  （抜粋）  

力人口と比べて、減少幅がさらに大きくなることが見込まれる27。   

就業者数は、2004年（6，329万人）せ比較して、2015年においては約320万  

人減少、2030年においては約1，010万人減少することが見込まれる。これに  

より、就業率28は、2004年（57．6％）と比較して、2015年においては3．0％ポイ  

ント低下（54．6％）、2030年においては6．6％ポイント低下（51．0％）することが  

見込まれる。   

こうした労働力供給の減少に加え、人々の意欲と能力が活かされないことに  

より、労働生産性の上昇率が現状（1999～2004年の年率1．7％）よりも低下する  

と想定（年率1．5％程度を想定）すると、経済成長率は2004～2015年におい  

ては実質で年率0．7％程度、2015～2030年においては年率0．6％程度の上昇に  

とどまることが見込まれる（1999～2004年の実質経済成長率は年率1／3％）。  

このような中で、労働需要が減少するとともに、高齢者等の活用が進まないこ  

とにより、ミスマッチも拡大することから、2030年の完全失業率は現在より  

上昇することが見込まれ、経済社会が停滞する。  

（2）目指すべき社会   

以上のような経済社会の停滞といった将来シナリオを回避するためには、人   

材こそ経済社会の発展の礎であるとの基本的理念の下、今後の経済社会システ   

ムを構築していくことが求められる。そこで、今後の雇用・労働政策を考える   

に当たっては、すべての人が、   

① 意欲と能力を発捧できる就業機会を持つ   

② 能力を高める機会を持つ   

③ 安心29・公正に働ける   

④ 労働以外の生活も充実できる   

という、「すべての人が自律的に働くことができ、安心して生活できる社会」  

の実現を目指すべきセ奉る30。いいかえれば、すべての人が達成感や満足感を   

持ち、報われることができる社会の実現を図っていくべきである。  

27 一般労働者の労働時間と短時間雇用者（過労働時間が35時間未満の者）の労働時間は現在と変わらない   

が、雇用者に占める短時間雇用者比率が高まることから、総労働時間は減少することが見込まれるため。  

28 ここでは、15歳以上人口に占める就業者の割合。EUでは、2000年の3月に数値目標として15～64歳の   

就業率を1998年の61％から2010年までに70％にするという目標を設定している（2000年リスボンで採   

択された雇用戦略）（2004年の日本の15～64歳の就業率は68．7％）。  
29  

「安心」という言葉は、労働条件の改善や雇用の安定が含まれるが、雇用の安定に関しては、これまで一   

つの企業で終身雇用の下で働き続けることができるという意味で使われる傾向があったが、これにとどま   

らず、労働移動を行う場合であっても、できる限り失業を経ることなく、実質的な雇用の継続が実現され   

るという意味が付加されるのではないかとの意見があった。  
30  

「日本21世紀ビジョン」においても、「目指すべき将来像」の一部として、「楽しく働き、よく学び、よ   

く遊ぶ、人が躍動する社会」「年齢、性別、時間、場所にとらわれない選択が可能となり、個人の夢が実現   

される多様多才社会」を言匿っている。   



なお、当然のことながら、このような社会の実現には、雇用・労働政策を展  

開することに加えて、適切なマクロ経済政策運営や新たな産業の育成等産業政  

策等における取組が不可欠である。   

こうした社会が実現した場合について、労働力等の面から将来を展望すると、  

若者、女性、高齢者等より多くの者が働くことが可能となることにより、労働  

力率は、労働市場への参加が進まない場合と比べて、2015年において2．7％ポ  

イント上回り（59・4％）、2030年においては、4．9％ポイント上回り（58．5％）、  

労働力人口は、各々約300万人、約510万人、労働投入量でみると、各々4．5％  

ポイント、8．3％ポイント上回ることが見込まれる31。   

就業者数は、2015年においては約310万人、2030年においては約540万人  

上回ることが見込まれる。これにより、就業率も、各々2．9％ポイント、5．2％  

ポイント上回る（57．5％、56，2％）ことが見込まれる。   

これに加え、人々の能力の向上や活用が進むことにより、今後、年率2．2％  

程度の労働生産性の上昇を期待すると、経済成長率は2004～2015年において  

は実質で年率1・8％程度、2015～2030年においては年率1．6％程度の上昇（一  

人当たり2％程度）が見込まれる32。このような中で、一定の労働需要が見込  

まれるとともを．こ、さまざまな労働者が働きやすい就業環境が整備されることか  

ら、2030年の完全失業率は、現在と比べて低下することが見込まれ、活力あ  

る社会の実現が可能となる。  

31労働力人口の増加に加え、比率が高まる短時間労働者においては、就業調整の要因が解消していくことに   

より労働時間が増加することを想定している。  
32  現状（1999～2004年の平均年率で1．7％）と同程度の労働生産性の上昇率であっても、経済成長率は2004   

～2015年では実質で年率1・3％程度、2015～2030年では年率1．1％程度の上昇となることが見込まれる。   



労働力人口の推移  

（注1）総務省「労働力調査」より作成。  
（注2）年内月平均値である。  
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雇用形態別雇用者数の推移  

（注1）総務省「労働力調査特別調査報告」「労働力調査年報（詳細結果）」より作成。  
（注2）平成13（2001）年以前は2月調査の結果、平成14（2002）年以降は年平均の結果である。  
（注3）「正規の職員・従業員」、「非正規の職員・従業員」の割合は、それぞれ役員を除く雇用者数に占める割合である。  
（注4）総務省「労働力調査」における年平均の雇用者数と上表の雇用者数は一致しない。  
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